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 新学期が始まって早くも１か月が経ちました。学校行事が多い時期なので、スタッフも入

れ代わり立ち代わり休んでいます。家庭訪問が終われば１段落かな、と思います。 

 我が家も今年は中３の受験生を抱えています。仕事ばかりしている母親なので、子供と向

き合う時間が少なく後ろめたい気持ちがありました。土日も講習会で上京することも多く、

母親不在に近い家庭であることを反省し、今年は自重して子供のそばにいる時間を増やした

いと思っています（子供にとっては迷惑な話かもしれませんが）。 

 大学５年生の長女の高校入試の時は正月明けからお菓子断ちをしました。子供にばかり勉

強しなさいと言うのも可愛そうなので、手っ取り早く我慢できるものとして、砂糖を絶つこ

とを選びました。料理にも砂糖を入れず、お菓子も食べずという生活を約３か月続けたとこ

ろ、非常に体の調子が良くなり、頭もすっきりしたことを思い出します。白砂糖は麻薬と一

緒で依存性があります。精神疾患にも砂糖の過剰摂取が関与していると言われています。完

全に辞めることは難しいですが、甘いものをたくさん食べることは控えたいものですね。こ

の際、色々なデータを取って比較してみるつもりです。 

 そしてよく噛んで食べることが体にとってどれ程大切なことか、昨年から実験した資料を

掲示したいと思います。また、今度の講演会は７月１２日に行いますが、その時にも発表し

ますのでご期待ください。 
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食卓で育む 生きる力 
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食べ物の記憶、匂いの記憶、見たこと、聞いたこと、経験したことが子どもたちの記憶になります。そして

それが生きる力になる場合と、生きる力を奪う場合があります。 

 九州大学で、「婚学
こんがく

」というゼミをされている佐藤剛史
ご う し

先生が学生に「食の思い出」をテーマにレポートを

書かせました。その中に佐藤先生の目に留まった一人の女子学生のレポートがありました。 

 第一希望の大学に合格して、一人暮らしを始める目前の女の子が、新生活に胸躍らせて、ウキウキして迎え

た、引っ越し前夜の食卓の風景を綴ったレポートでした。こんな内容です。（一部文責編集部） 

 

 私は、長女だということもあってか小さいころからあまり親に甘えない、自立した子だと言われてきました。 

 私自身も親から離れてもそんなに寂しくないし、平気だろうと思っていました。だから、あの時は自分でも

本当にビックリしたのです。 

 明日は私の引っ越しという日の夜、この日のメニューは私の大好きなハンバーグでした。 

 「今日は忙しかったけど、ナツが最後やけん、頑張って作った」と、お母さんがいつもの調子で言います。 

 「いただきまーす！」私はハンバーグを一口、口に入れました。そこで私の箸は止まりました。 

 しばらくするとお母さんが、「ナツ、泣きよると？」と、私の顔を覗き込みました。そう、私はこの時、泣

いていたのです。 

 私は、家族の前で泣くことが恥ずかしくて、最初のうちはどうやって泣きやもうか、もしくはいかにバレな

いように泣くか考えていたのですが、気付かれたらしょうがない。箸を置いてワンワン泣きました。 

 お母さんが、「寂しくて泣いてくれよると？なんか嬉しかよ。ねっ、お父さん？」と泣きながら言い、お父

さんも「そうだねぇ」と答えました。 

 妹と弟は、最初はギョッとしていたようですが、空気を読んでか、「あー、おいしかー」などと言い合って、

その場を盛り上げてくれていました。 

 私はと言えば、結局完食。鼻をずびずびいわせながら食べても、お母さんのハンバーグはおいしかったです。 

 私は、ぐちゃぐちゃだったであろう顔で食べたあのハンバーグの味を一生忘れないだろうと思います。 

 と同時にあの時、さりげなくティッシュを差し出してくれたお父さん、一緒に泣いてくれたお母さん、あの

場を明るくしてくれた妹、弟への愛情も一生忘れないと思います。 

 今思えば、あれだけ泣かなかった私があのハンバーグを一口食べた瞬間、泣いたのがすごく不思議です。 

 だけど、きっとあの一口が今までのいろんなことを思い出させる何かすごい力を持っていたのだろうと、私

は思っています。 

 

 

 子どもたちは、いつかその家を出て行く日が来ます。何を食べたのか、どんな会話を食卓で交わしたのかが

子どもたちの記憶に残っていきます。 

 食べることは生きることです。生きることそのものが食べることです。 

 食欲は、三大欲求の一つで、血糖値が下がったらみんな、「ひもじい」と思うようになっています。 



 でも、何を子どもに食べさせてもいいというわけではないんです。小さな子どもたちは、親が出してくれた

ものを食べるしかありません。差し出す側、つまり親がしっかりした食に対する考え方を持っていないと大変

です。 

 今、お腹はひもじくないのに、心がひもじい子が増えています。この「お腹はひもじくない」というのが、

実は大問題なんです。お腹がひもじくない子は、物を大事に扱えません。 

 ぜひ、生きる力になるような記憶を、子どもたちに残してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふとした拍子にどこからか漂ってくる香りに過去の記憶が蘇ってくることがありませんか？ 

私は幼い頃、お風呂上がりに母が使っていた化粧品の香りが好きで、「お母さんの匂い」と言って腕に

抱かれるのが楽しみでした。夏休みに祖父母の家に遊びに行くと祖父は毎日煮魚を食べていたので、今で

も魚の煮付けの匂いを嗅ぐと幼いころの祖父母の家を思い出します。 

 分子栄養学の分野でご指導いただいている大森先生によると、嗅覚や味覚は脳の中の扁桃体に関係して

いて、過去の記憶と繋がるのだそうです。ですから、食べ物の匂いなどで小さい頃の記憶が蘇ったりする

のでしょう。そして食欲は人間の本能ですから、生きることに直結する分、記憶とも繋がるのかもしれま

せん。 

 当院では朝礼の際に「good  news」ということをやります。これは、最近あった良いことを報告すると

いうものです。嬉しかったこと、楽しかったと思えることを言う時はしかめっ面はできません。一人一人

が良い報告をすると皆ハッピーな気分になります。これが意外と食べ物にまつわる話が多いのです。 

「昨日の夕ご飯に、自分が食べたいな～と思っていたものを母が作ってくれたので、びっくりしました」、

「近所の方から新鮮なお野菜をいただいてとてもおいしかったです」、「休日に友達と遊びに行って食べた

○○がおいしかったです」など。 

 生きることは食べること。働く主婦が増えて忙しい毎日ですが、子供が独立するまでにレトルトやお惣

菜ばかりでなく、各家庭の「食」の味を覚えていてもらいたいと思います。 

 


